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東三鷹学園学園長 

三鷹市立第六中学校長 
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学園長・第六中学校長 矢島 昌廣 

猛暑の中、１学期が終了しました。新型コロナウイルスの感染は新たなステージへと変わり、「第 7

波」が現状を表す言葉となっています。制約のある中ではありましたが、東三鷹学園では児童・生徒の健

康を第一に、学習活動の継続を図って参りました。多くの行事も復活して保護者や地域の方々とのつなが

りももどりつつあります。感染症予防は引き続き徹底して行い、東三鷹学園の小・中一貫教育の流れを継

続していきましょう。今年度も、できることには積極的に臨み、新たな時代に向けての取り組みを計画、

実践していきましょう。 

 現在、学園の全教員で、秋に行う学園研究授業に向けて準備を進めています。また６つ委員会での話し

合いも継続しています。4 月には三年ぶりに学園の教職員が一堂に会して、学園職員会議を実施すること

ができました。さらにＣＳ委員との熟議の計画も進んでいます。互いの知恵を出し合い、「できることは

やる！」を合言葉に児童・生徒のために前向きに取り組んでいきましょう。そして児童・生徒、教職員、

保護者、地域の方々一体となって、子どもたちの交流活動や乗り入れ授業、地域とのふれあい活動、熟議

等を通して、誰もが東三鷹学園の一員であることを心から感じてもらえる努力をし続けましょう。 

今年度も学園目標である「豊かな心をもち、地域とともに生き、人間力・社会力にあふれる国際社会に

貢献する児童・生徒の育成」を目指して、学園の教員が力を合わせるとともに、ＣＳ委員会と協働で教育

活動の充実を図っていきましょう。そして、新しい生活様式の中でも、児童・生徒、学校、家庭、地域

が、さらに強い絆で結ばれる学園にしていきましょう。 

今の東三鷹学園をさらに発展させ、新たな時代の東三鷹学園のために、変わらぬご理解とご協力をお願

いいたします。 

 

 

 

 

 

本学園では、『東三鷹学園スタンダード ～みんなで育てよう！

自信をもち、イキイキと生きる、東三鷹っ子～』(学園スタンダード)

に取り組んでいます。この取組は、学園全体で児童・生徒の学力・

人間力・社会力を育むことを目的にしています。 

学園スタンダードには、「家庭版」と「学級版」があります。「家

庭版」はご家庭の冷蔵庫などの見やすいところに掲示してご活用く

ださい。小学生の「学級版」は、東三鷹学園スタンダードファイル

（９年間の成長を確かめられるもの）に保存します。中学生は順次

導入していきます。中学生は、このファイルに保存された自分の成

長の歩みを節目ごとに振り返るとともに、新たな目標を加えること

で、自分らしい生き方を実現していきます。 

児童・生徒が決めた目標の達成に向けたサポートを、よろしくお

願いいたします。 

できることはやる！ 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
自然教室 

第一小学校 

５月２３日から２５日まで自然教室を行いまし

た。天候に恵まれ、３日間晴天の中で過ごすことが

できました。 

今年の自然教室のスローガンは「みんなで協力し

て楽しい自然教室にしょう」でした。１日目の飯盛

山登山では、グループごとに励まし合いながら山頂

まで登りきることができました。２日目のアドベン

チャーツアーでは、解決が困難な課題に対して、初

めは上手くいかなくても、知恵を出しながら協力し

て課題をクリアしていくことができました。 

自然に囲まれた川上村で普段の生活では味わう

ことのできない、たくさんの体験活動を行うことが

できました。スローガンにあるように“みんなで協

力して楽しい自然教室”になったと感じています。 

この経験知を様々な場面で生かしていけるよう

にしていきます。 

第六中学校へ乗り入れ 

北野小学校 

 今年も第六中学校の１年生の授業に、前年度担任

が乗り入れを行っています。 

 元担任として一緒に授業に入り、子どもたちのサ

ポートを行う中で、「中学校生活の中で成長してい

るのだな」と感じられる場面がいくつもありまし

た。小学校の時より難しくなった問題にも、諦めず

果敢にチャレンジする姿は、一回りも二回りも大き

く見えました。 

 子どもたちがそうやって少しずつ少しずつ頼も

しく成長していく。そんな姿を見守ることができる

のが、乗り入れの醍醐味です。 

 これからも子どもたちの成長をサポートするた

め、小学校と中学校が手を取り合い、ともに教え、

育て、見守っていこうと考えています。 

六中体育祭 

                   第六中学校 

 今年度は、数年前と同じように 1 日開催をすることができました。以前 

と変わったところは学年種目です。ムカデ競争から一年生はローハイド、 

二年生は台風の目、三年生は大縄跳びになりました。あまり接触がない、 

ケガが少ない競技への変更になりました。 

 5 月 16 日（月）から体育祭に向けた練習が行われ、実行委員の生徒を中 

心に全校練習や学年練習、昼休み練習など生徒は一生懸命頑張りました。 

特に印象的だったのは『東三鷹学園音頭』です。全学年が縦割りクラス 

で円になり、音楽に合わせてみんなで歌いながら楽しそうに踊ります。 

こんな素敵な中学生は見たことがありません。限られた環境での体育祭で 

したが、最高な生徒達の体育祭でした。 


